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3一般化して代表的個人の仮定をはずすことには以下に述べるいくつかの問題がある。まず，異な   
る経済主体からなる経済の厚生変化の方向を見極めるための可能な展開方向はふたつあるとされ   
る。一つは，潜在的パレート基準を判断材料にする方向と，もう一つは社会的厚生関数を想定し   
それを尺度として使う方向である。前者の判断基準は補償原理という名前でも呼ばれている。新   
厚生経済学は，効用の個人間比較を前提とせずに効率性のみによって社会的順序付けを目指した   
ものであるが，ほとんど無数に存在するパレート最適な資源配分から一歩進むために，仮想的な   
補償を前提にした新たな順序付けの方法を考案した。これが補償原理である。具体的には，補償   
変分または等価変分の主体間の単純和により便益を導出するものである。しかしこの方向には，   
奥野・鈴村（1988）の第34章に紹介されているスフトスキーのパラドックスやボードウェイゐパラ   
ドックスなどに示されるような限界がある。但し，現実の費用便益分析においては，利用可能な   
判断基準としてその地位を確立しているのも現実である。一方，後者の方向には，個人間での社   
会的重みづけをどのように決定するかという大きな問題がある。しかし，それさえ決定してしま   
えば，後は機械的に厚生変化を評価できる点から費用便益分析においてもっと用いられてもよい   
方向であると考えられる。この社会的重みづけに際しては，効率性と公平性の両面が陰伏的に評   
価に入っていることが弱点であり利点でもある。  
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化は，△打＝Ⅴ（里，封）－βⅤ（p，封）である。つぎにこの状況においてオプション価格は，環  
境便益水準が変動する場合を変動しない場合と無差別にするために状況独立的に受け取  




















なるので，これも確率変数である0加＜∞，βⅤ（曾，封＋eq）＜∞を仮定する0これに， q  
ジャンセンの不等式を利用すると5，  




4これは等価変分形のオプション価格であるが，補償変分形のオプション価値を定義することもで   
きる。そして，同様の結果が証明できる。  
5ジャンセンの不等式（Jensenfsinequality）とは，凹関数g：9（→9fと確率変数Ⅹに対して   
∬方，gg（∬）が存在するならば，g（g）≧ガ（g（g））が成立することである。証明は確率論や数理統   
計学の教科書，例えば，野田・宮岡（1992）pp．62－63を参照。  
－100一   
浅野耕太：供給側オプション価格とその計測法   
る。さらに変化後，供給不確実性が完全になくなるという条件も不必要になっている。  
ちなみに，条件付き期待値でもジャンセンの不等式は成立するので6，この結果をさら  
























●  β茸，軸（∬）が存在するならば，任意のボレル体βに関してg岬（gI5））≧ガ（g（g）15）が確率1で   
成立することである。証明は，例えば，Chung（1974）pp．302－303を参照。  
7オプション価値が，オプション価格と期待消費者余剰の差で定義されることを思い出せば，（補償   
変分型の）期待消費者余剰はオプション価値の下限として用いることができ，（等価変分型の）   
期待消費者余剰はオプション価値の上限として用いることができる。これを用いて，費用便益分   
析の計算を簡便化することができる。  
8京都大学総合人間学部の河野敬雄教授のご指摘による。  





















の技法を援用することにする。   
ある財を構成するある属性の供給が不確実なものとする。その財を購入する代表的個  
人の効用Uの最大化行動は次の通りである。  
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＝一鳥（鋤） dα  


















封＝打（財0一弾（阜（わ叫   
へドニツク価格関数がパラメトリックに与えられた場合，多くの場合，更に計算を進  
めることができる。一方，ノンパラメトリックな関数形を用いた場合は数値的に積分を  
評価してやればよい。   
以上がヘドニツク法に基づく方法であるが，これ以外にLarsonandFlacco（1992）は，  
需要関数とその確率誤差を特定化することによって，オプション価値を間接法で計測す  
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TschirhartandSchultz（1985）がある。   
次に，従来から分析が行われてきた研究分野になるが，農産物ごとに異なるさまざま  
な価格安定化制度の評価にも，オプション価値が正確な厚生測度として用いられること  
が望ましい。   
地域資源の社会・生物多様性的な価値の評価はエントロピーを尺度に定量化できると  
考えられるが，これも不確実性と大きな関連がある。これとオプション価値の関係につ  
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